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2広報なんたん12月号

収入済額
123億249万円

収入率
47.2％

歳入歳出

支出済額
95億7,421万円

支出率
36.8％

予
算

令
和
６
年
度
上
半
期

予
算
の
執
行
状
況

皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
６
年
度
上
半
期（
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
９
月
30
日
）

ま
で
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
6
年
9
月
末
現
在
の
一
般

会
計
の
予
算
額
は
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
分
を
含
め
、
歳
入
歳
出
と

も
に
、
2
6
0
億
4
4
8
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
済
額
は
、
市
税
や
地
方

交
付
税
が
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
国
庫
補
助
金
や
寄
附
金
な
ど

の
増
加
に
よ
り
、
前
年
同
期
比

3
億
4
2
4
1
万
円
増
の
1

 
2
 3 

億
2
4
9
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
支
出
済
額
は
、
消
防
費
の
増
加

が
あ
る
も
の
の
、
民
生
費
や
土
木

費
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
前
年

同
期
比
6
億
1
4
9
万
円
減
の

95
億
7
4
2
1
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一般会計一般会計  予算額  260260 億 4,4804,480 万円

予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業（事業勘定） 38億3,489万円 13億7,086万円 12億8,494万円

国民健康保険事業（直診勘定） 1億8,441万円 3,551万円 6,716万円

介護保険事業 44億4,292万円 18億7,655万円 17億5,048万円

土地取得事業 8万円 5万円 0円

後期高齢者医療事業 6億4,281万円 1億9,858万円 1億9,833万円

水道事業会計 収入予算額 収入済額 支出予算額 支出済額

（収益的収支） 9億9,041万円 3億9,217万円 9億8,077万円 1億7,583万円

（資本的収支） 3億2,357万円 778万円 8億1,896万円 2億7,895万円

下水道事業会計
（収益的収支） 25億9,666万円 11億2,237万円 24億719万円 2億9,634万円

（資本的収支） 11億6,821万円 1億862万円 18億4,678万円 9億410万円

特別会計特別会計

公営企業会計公営企業会計
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一般会計一般会計 の執行状況

地方交付税

市税

国庫支出金

市債

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

〈歳入〉 〈用語の解説〉

64億625万円 ／ 94億3,874万円

25億1,688万円 ／ 39億7,241万円

9億6,745万円 ／ 30億234万円

0円 ／ 26億2,300万円

6,438万円 ／ 16億9,988万円

0円 ／ 13億6,111万円

1億2,417万円 ／ 3億5,168万円

22億2,336万円 ／ 35億9,564万円

国に納められた税金の一部が、地方公共団体の
財政状況に応じて配分されたものです。

皆さんから南丹市に納めていただいた税金で
す。

特定の事業実施のために、国から交付されたお
金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れ
たお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付され
たお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金で
す。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じ
て配分されたものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれ
ます。

民生費

総務費

公債費

土木費

衛生費

教育費

農林水産業費

消防費

商工費

その他

〈歳出〉
24億7,288万円 ／ 67億2,243万円

18億7,509万円 ／ 60億7,740万円

14億3,038万円 ／ 30億5,567万円

12億186万円 ／ 28億6,533万円

8億3,926万円 ／ 22億3,689万円

5億6,368万円 ／ 19億6,603万円

3億5,225万円 ／ 14億7,018万円

6億1,115万円 ／ 11億2,228万円

1億972万円 ／ 2億4,379万円

1億1,794万円 ／ 2億8,480万円

障がい者、高齢者、子育て世帯等に対する福祉
や生活保護にかかる費用です。

地域振興や市有施設等の管理運営などにかかる
費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用
です。

道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの整
備、維持にかかる費用です。

保健衛生や環境衛生にかかる費用です。

幼稚園や学校の運営、文化施設や生涯学習・社
会体育施設の運営・整備にかかる費用です。

農林水産業の振興にかかる費用です。

消防や地域防災にかかる費用です。

企業の支援や企業誘致、観光振興にかかる費用
です。

議会費、災害復旧費などが含まれます。

収入済額 予算額

支出済額 予算額

市民１人あたりが
負担する税金（市税） 13万円 市民１人あたりに

使われる市のお金 88万円

人口 29,654人　※令和6年9月30日現在
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決
算

令
和
５
年
度

決
算
報
告

皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の

財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
５
年
度（
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
）の
決
算

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

　

令
和
5
年
度
は
、
定
住
促
進
を

中
心
に
据
え
な
が
ら
、「
5
つ
の
柱

プ
ラ
ス
1
」を
重
点
事
項
と
し
て
、

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
R
u
r
i
」の
運
営
な
ど
に
よ
る
子

育
て
環
境
の
充
実
、
読
書
環
境
の
整

備
に
よ
る
教
育
施
策
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

の
価
格
高
騰
に
よ
っ
て
生
活
費
の
負

担
が
増
大
し
て
い
る
中
、
低
所
得
世

帯
や
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
国
の

交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
2
5
9
億
6
6
1
0
万
円
、

歳
出
総
額
2
4
7
億
3
9
5
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額

は
12
億
2
6
6
0
万
円
で
、
こ
の
う

ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

1
億
1
2
4
7
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
11
億
1
4
1
3
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
丹
市
で
は
、
今
後
も
事
務
事
業

の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、
長
期

的
に
安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算

　

特
別
会
計
と
は
、
特
別
の
事
業
を

行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
い

る
会
計
の
こ
と
で
す
。
国
か
ら
の
補

助
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経

費
は
受
益
者（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
方
）が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

南
丹
市
に
は
4
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
令
和
5
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の

決
算
状
況
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算

　

公
営
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
営

す
る
水
道
・
病
院
な
ど
、
自
治
体
が

住
民
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
設
置
し
、

経
営
す
る
企
業
の
会
計
の
こ
と
で
す
。

　

南
丹
市
は
水
道
及
び
下
水
道
事
業

を
公
営
企
業
会
計
と
し
て
お
り
、
令

和
5
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
状
況

は
右
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

都市計画税
項 目 事業費 充当額

都 市 計 画 事 業 7,913万円 2,335万円

都市計画事業に充当 
し た 地 方 債 償 還 額 5億2,791万円 3,500万円

下水道事業会計繰出金 7億2,975万円 4,837万円

合　計 13億3,679万円 1億672万円

入湯税
項 目 事業費 充当額

観 光 交 流 関 連 施 設 
管 理 運 営 費 3,824万円 875万円

合　計 3,824万円 875万円

地方消費税交付金
項 目 事業費 充当額

社 会 福 祉 27億1,799万円 2億2,866万円

社 会 保 険 10億7,628万円 1億5,686万円

保 健 衛 生 1億7,519万円 2,870万円

合　計 39億6,946万円 4億1,422万円

歳入 歳出 差引

国 民 健 康 保 険 事
業（ 事 業 勘 定 ） 34億7,910万円 34億3,069万円 4,841万円

国 民 健 康 保 険 事
業（ 直 診 勘 定 ） 1億6,443万円 1億6,443万円 0円

介 護 保 険 事 業 44億3,373万円 42億7,312万円 1億6,061万円

土 地 取 得 事 業 6万円 6万円 0円

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 5億8,548万円 5億7,410万円 1,138万円

水道事業会計　　歳入 歳出 差引

（ 収 益 的 収 支） 9億9,444万円 9億9,705万円 ▲ 261万円

（ 資 本 的 収 支） 3億5,295万円 7億634万円 ▲ 3億5,339万円

下水道事業会計
（ 収 益 的 収 支） 25億4,087万円 23億5,330万円 1億8,757万円

（ 資 本 的 収 支） 9億5,031万円 18億8,714万円 ▲ 9億3,683万円

目的税等の使途状況 特別会計

公営企業会計
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259　 6,610259億 6,610万円

自主財源（29.4％）
依存財源（70.6％）

一般会計の歳入

一般会計の歳出

市税
42億2,385万円

 
繰入金 13億789万円
その他（財産収入、寄付金、繰越金）
13億7,330万円

諸収入 5億2,142万円

使用料及び手数料 1億6,776万円

分担金及び負担金 2,995万円

地方譲与税、交付金 13億908万円

府支出金 16億2,450万円
市債

24億2,080万円 

国庫支出金
30億9,481万円 

地方交付税
98億9,274万円 

民生費
72億3,498万円

総務費
48億2,010万円

公債費
31億8,646万円

土木費
25億2,289万円

 

衛生費
21億4,068万円 

教育費 19億3,408万円

農林水産業費 13億4,012万円

消防費 10億5,741万円

商工費 2億8,231万円

議会費 2億188万円
労働費 930万円

災害復旧費 929万円

247　 3,950247億 3,950万円

市
債
の
状
況

市
債
の
状
況

　

一
般
会
計
で
は
市
債
の
新
規
発

行
抑
制
に
よ
り
、
対
前
年
度
比

7
億
3
5
5
万
円
減
の
2
0
6
億

4
8
4
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
も
、
対

前
年
度
比
12
億
4
3
7
5
万
円
減

の
1
8
0
億
3
9
3
8
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
等

健
全
化
判
断
比
率
等

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
決
算

に
基
づ
い
て
健
全
化
判
断
比
率
な

ど
を
算
定
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
早
期
健

全
化
基
準
、
財
政
再
生
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

3年度 4年度 5年度

一般会計 公営企業会計健全化判断比率 南丹市 早期健全化 
基準

財政再生 
基準

実質赤字比率 － 12.85 20.00

連結実質赤字比率 － 17.85 30.00

実質公債費比率 12.7 25.0 35.0

将来負担比率 54.7 350.0

資金不足比率 南丹市 経営健全化 
基準

水道事業会計 
下水道事業会計 － 20.0



まちの話題を紹介します
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　南丹市食生活改善推進員谷口いつ子さん
が令和６年度栄養関係功労者厚生労働大臣
表彰（食生活改善事業功労者）を受賞されま
した。
　谷口さんは食生活改善推進員として、京
都府副会長や南丹市会長等の役員を歴任
し、協議会の発展に貢献されています。ま
た、健幸運動教室や地元のサロンなどで積
極的に健康づくりの普及に取り組まれてい
ます。
　今後も行政と二人三脚で、健幸なまちづ
くりに取り組んでいただきます。

　子どもたちに遊びを通じてスポーツの楽
しさを知ってもらうことを目的として、11
月９日に園部海洋センターで第６回アク
ティブチャイルドプログラムを開催しまし
た。
　市内年少クラスから年長クラスまでが対
象で、当日は24名の子どもらが参加しまし
た。多くの障害物を設置したサーキット走
や風船を使った遊びが行われ、走ったり飛
び跳ねる音とともに、楽しそうな笑い声が
聞こえてきました。

遊
び
の
中
で
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を

11
／
９　
第
６
回
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム

▲サーキット走の様子

　11月16日 に 南 丹 市 日 吉 ア ー
チェリー射場で第５回アーチェ
リー体験教室を開催しました。
　教室には約20名が参加され、
南丹市スポーツ協会の「南丹アー
チェリークラブ」のメンバーの指
導の下、真剣な面持ちで的を狙い
ました。「的の下の方を狙う感覚
で射れば中心に当たる」というア
ドバイスを受け、最初は大きく外
す方もいましたが、回数を重ねる
ごとに的の中心に矢が飛んでいく
ようになり、矢が中心に刺さると
周囲から歓声が上がりました。
　最後は参加者で点数を競い、和
気あいあいとした雰囲気の中で
アーチェリーを楽しむ様子が伺え
ました。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進
を
図
る

11
／
16　
第
５
回
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室

▲アーチェリー体験教室の参加者ら

▲指導を受けながら矢を射る様子

▲南丹市食生活改善推進員の谷口いつ子さん 10
／
22　
令
和
６
年
度
栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

食
生
活
か
ら
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
普
及
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▲茅刈り作業の様子

　日本茅葺き文化協会の主催で11月
23、24日の２日にかけて、茅刈りと
茅葺きワークショップが美山町「かや
ぶきの里」で開催されました。
　２日間で北海道や沖縄など全国から
延べ80名が参加され、茅刈りや屋根
の葺き替えなどを体験しました。
　23日は地元住民の指導を受けなが
ら、茅刈り作業を体験しました。自身
の身長より高い茅を刈るのに苦戦しつ
つも、懸命に作業を進める様子が伺え
ました。

か
や
ぶ
き
の
伝
統
を
肌
で
感
じ
る

11
／
23
、
24　
茅
刈
り
と
茅
葺
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▲赤十字大会受賞者と南丹市地区支会役員

　11月12日、ザ・プリンス京都宝ヶ
池で令和６年京都府赤十字大会が開催
され、多額の活動資金を寄付された
方々の表彰や活動報告等が行われまし
た。
　南丹市からは、株式会社神田組様が
銀色有功章を受賞され、また日本赤十
字社京都府支部有功会南丹市地区支会
に社業推進功労が贈られました。今後
も南丹市地区支会の活動が、ますます
充実していくことが期待されます。

▲報告会の様子

　地域活性化や定住促進に取り組む南
丹市地域おこし協力隊の活動報告会
を、11月10日に国際交流会館で行い
ました。
　報告会では、それぞれの隊員が動画
配信、農業、IT関連など、自身が持つ
スキルを活用して取り組んできた活動
の成果を報告し、併せて今後の展望に
ついても話されました。
　また、9月に新たに委嘱を受けた土
井隊員の自己紹介も行われ、今後の協
力隊の活動にさらに期待が高まりま
す。

新
た
な
決
意
と
と
も
に
活
動
報
告

11
／
10　
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

▲水泳競技に出場された山崎ゆみ子さん

　10月19日 か ら22日 に か け て、 第
36回全国健康福祉祭とっとり大会（ね
んりんピック）が開催され、南丹市か
ら水泳（75歳～79歳の部）に出場され
た山崎ゆみ子さんが、女子25ｍと50
ｍ自由形で第１位の成績を収められま
した。過去の大会でも、個人種目やメ
ドレーリレーなどで１位になられてお
り、今回で５度目の出場となりまし
た。
　山崎さんは「今後も、健康維持のた
め水泳を続け、大会出場にも挑戦して
いきたい」と話されていました。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
水
泳
競
技
で
１
位
に

10
／
19
～
22　
第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会

多
額
の
寄
付
で
医
療
な
ど
に
貢
献

11
／
12　
令
和
６
年
京
都
府
赤
十
字
大
会
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は「
生
き
る
た
め
」に
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
た
だ

栄
養
を
と
る
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気

の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
の
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で

な
く
、
他
に
も
た
く
さ
ん
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
が
伝
え
き
れ
な
い
食
の
大
切
さ
を
、
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
、
食
改
さ
ん（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
︱
地
域
の
健
幸

を
支
え
る
強
い
味
方
で
す
。

食 
で
つ
な
ぐ
ま
ち
の
健
幸
～
あ
な
た
に
身
近
な
食し

ょ
っ
か
い改

さ
ん

▲健幸運動教室Yori-2024での食育啓発

食

谷さん

　講座で学んだ知識を伝えること
で家族も納得して、健康に気を付
けるようになりました。家族全員が
健康になれたことが私にとって大き
な喜びです。
　また、健康の知識だけでなく、「こ
の野菜こうしたら便利」「こう調理
したらおいしい」といった仲間同士
で情報交換ができることも、楽し
みの一つです。

平岩さん

　食改の活動を通して、健康への
意識が高まりました。特に、おみ
そ汁の塩分には気を付けています。
食改のメニューは野菜がたっぷり
で、家族も自然と野菜を食べるよ
うになっています。
　また、先輩から料理のコツを教
わることも多く、まるで家庭料理の
学校に通っているような感覚です。
色々話せる「仲間」ができるところも
良かったです。

谷
たに

　　 幸
みゆき

  さん

　結婚して料理の機会が
増えたものの、学ぶ場がな
くて。家族が「食は体の資
本だから」と背中を押してく
れて、食改の養成講座で
勉強してみようと思ったの。

平
ひら

岩
いわ

  亜
あ

由
ゆ

美
み

  さん

　以前、子どもの離乳食
教室に参加した時、地域で
活動する食改の姿に興味
を持って。広報誌で食改の
養成講座を知って、勉強し
てみようと思いました。

活
動
を
通
じ
て
得
た
も
の
は
？

家
族
の
健
康
、
そ
し
て
、
仲
間
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食
を
通
じ
て
、
地
域
の
健
康
と

幸
せ
を
支
え
る
喜
び 

谷さん
　農芸高校での食育活動で、学生にラー
メンの塩分量について伝えると、驚きの
反応が返ってきます。また、高齢者サロ
ンでは、減塩みそ汁を試食してもらい、
健康意識を高めるお手伝いをしています。
　地域の健康に貢献できることにやりが
いを感じ
ます。

平岩さん
　コロナ以前に実
施していた「弁当の
日」では、子どもた
ちが自分で買い物
をしてお弁当を完
成させる姿に感動
しました。
　子どもたちの健
康への意識を育
むきっかけとなり、
私自身も成長を感
じました。

▲生きる力を育む「弁当の日」
　子どもたちが自分のお弁当を作

るため、食改さんが買い物や調
理のコツをアドバイス

▲農芸高校での食育活動

厚
揚
げ
の
し
ょ
う
が
み
そ
汁

〈作り方〉
①厚揚げはひと口大に、大根は5mm厚さのいちょ
う切りにする。小松菜は4cm長さに切る。
②鍋にごま油を入れて中火にかけ、①の厚揚げと
大根を加えて3分ほど炒める。
③もやしと①の小松菜を加えて全体に油がまわっ
たら、だし汁を加え蓋をして5分ほど煮る。
④全体に火が通ったら、火を止めて(A)を加える。

食
改
お
す
す
め　

心
も
体
も
ほ
っ
こ
り
温
ま
る
！

地
域
の
健
幸
を
支
え
る
強
い
味
方

食
改
さ
ん
に
な
る
に
は

市
が
実
施
す
る「
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
」を
受
講
し
、
会
員
と
し
て

活
動
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

近
く
の
食
改
ま
た
は
健
幸
ま
ち
づ
く
り

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

材料（2人分）
厚揚げ･････1/3枚(100g)
大根･･････････････････80g
小松菜･････････ 1株(40g)
もやし･･････ 1/4袋(50g)
ごま油････････ 大さじ1/2
だし汁････････････ 300ml
A　･みそ･･･････････････････････小さじ2　　しょうが(すりおろし)･･･小さじ2

エネルギー　127kcal
食塩相当量　0.9g

私たちの健康は私たち
の手で

健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

受
動
喫
煙
防
止
を
し
よ
う

＃
受
動
喫
煙
防
止

＃
禁
煙
・
分
煙
・
防
煙

＃
健
幸
な
ま
ち
づ
く
り

こ
ち
ら
で
情
報
発
信
中
↑

国内で
 年間

15,000　　　人が

 受動喫煙で死亡 

問い合わせ先
健幸まちづくり課　℡（0771）68─0016
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店
や
野
菜
の
販
売
促
進
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
移
住
後
は
さ
ら
に
多
様
な

形
で
の
課
題
ア
プ
ロ
ー
チ
を
地
域
の

方
々
と
す
る
機
会
が
多
く
、
私
自
身
も

と
て
も
学
び
が
多
か
っ
た
で
す
。
特
に

南
丹
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
と
し
て
旧
新
庄
小

学
校
の
利
活
用
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
際
は
、
手
探
り
で
そ
の
都
度
目
の

前
に
あ
る
問
題
に
意
見
を
出
し
合
い
な

が
ら
解
決
し
て
い
く
臨
場
感
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
移
住
後
継
続
し
て
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
10
月
に
行
わ
れ

た
稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
顔
馴
染
み

の
参
加
者
の
方
が
毎
年
増
え
る
の
が
、

私
も
地
域
の
一
員
に
な
れ
た
よ
う
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

残
り
の
任
期
は
１
年
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ま
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
南
丹
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
八
期
生
の
米
澤
弥
央
で

す
。
令
和
６
年
９
月
で
協
力
隊
と
し
て
、

ま
た
南
丹
市
に
移
住
し
て
、
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
私
の
活
動
テ
ー
マ
は「
地
域
農
業
の
活

性
化
」、「
食
と
農
を
通
じ
た
魅
力
発
信
」

で
す
。
具
体
的
に
は
南
丹
市
内
の
農
作

物
の
販
売
促
進
や
食
と
農
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
協
力
、
農
作
物
を
使
っ
た
加
工
品

開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

春
に
は
以
前
よ
り
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
た「
摩
氣
の
持
続
す
る
農
業
を
考
え
る

集
い
」に
参
加
し
、
有
機
農
業
チ
ー
ム
と

し
て
お
は
ぎ
の
商
品
開
発
を
行
い
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
や
京
都
市
内

で
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
美

山
の
そ
ば
粉
や
鮎
、
南
丹
市
内
の
調
味

料
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ガ

レ
ッ
ト
の
開
発
、
市
外
で
の
出
店
や
野

菜
の
販
売
を
通
し
、
多
く
の
方
に
南
丹

市
の
食
と
農
の
魅
力
を
お
届
け
で
き
ま

し
た
。
他
に
も
学
生
団
体「
え
リ
ア
」と

協
力
し
南
丹
市
内
の
朝
市
を
ま
と
め
た

マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ

シ
作
成
な
ど
デ
ザ
イ
ン
関
連
で
も
貢
献

で
き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
農
と
食
に
携
わ
る
機
会
が

多
く
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
飲
食
の
出

−36−

問
い
合
わ
せ
先
：
米
澤
隊
員

℡  

０
８
０
－
９
４
７
９
－
６
３
０
６

フ
ィ
ー
児
が
学
ぶ
養
護
学
校
で
始
め
ら

れ
た
日
本
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ

の
後
、
ル
ー
ル
や
道
具
の
工
夫
改
善
が

な
さ
れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
卓
球
台
を
使
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
ル
ー
ル
を
基
に
、
転
が
す
と
音
が
出

る
ボ
ー
ル
を
、
ネ
ッ
ト
の
下
を
転
が
し

て
相
手
コ
ー
ト
に
返
球
し
ま
す
。

《
ボ
ッ
チ
ャ
》

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
ボ
ッ
チ
ャ

は
、
重
度
脳
性
麻
痺
者
も
し
く
は
同
程

度
の
四
肢
重
度
機
能
障
が
い
者
の
た
め

に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
す
。
ジ
ャ
ッ

ク
ボ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー
ル
に
、

赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず
つ
の
ボ
ー

ル
を
投
げ
た
り
、
転
が
し
た
り
、
他
の

ボ
ー
ル
に
当
て
た
り
し
て
、
い
か
に
近

づ
け
る
か
を
競
い
ま
す
。

《
モ
ル
ッ
ク
》

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
ゲ
ー
ム

を
元
に
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
も
の

と
し
て
考
え
ら
れ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
モ
ル
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る

木
製
の
棒
を
投
げ
て
、
ス
キ
ッ
ト
ル
と

呼
ば
れ
る
木
製
の
ピ
ン
を
倒
し
、
倒
れ

た
本
数
や
ピ
ン
の
数
字
に
よ
り
得
点
を

加
算
し
て
い
き
、
ピ
ッ
タ
リ
50
点
を
め

ざ
し
ま
す
。

�

　

  （
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第70回――第70回―

　
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
』と
は
年

齢
や
国
籍
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
皆
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
、
主
に
次
の
４

つ
の
特
徴
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ま

す
。
①
ル
ー
ル
に
柔
軟
性
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
参
加
が
可
能
。
②
勝
ち

負
け
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
、
誰
に

で
も
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
③
ル
ー

ル
が
シ
ン
プ
ル
で
誰
も
が
理
解
し
や
す

い
。
④
身
体
的
な
負
担
が
少
な
く
、
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
々
が
一
体
感

を
持
ち
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ
と

は
、
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
卓
球
バ
レ
ー
》

　

重
い
障
が
い
が
あ
る
人
で
も
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
た
い
と
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
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お知らせコーナー

南
丹
市
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進

委
員
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格
　
応
募
時
点
で
20
歳

以
上
の
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

で
、
会
議
に
出
席
し
て
積
極
的
に

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
方

●
任
期
　
委
嘱
か
ら
２
年
間　

※
会
議
は
年
３
～
５
回
程
度
開
催

●
募
集
人
数
　
２
人

●
応
募
方
法
　
12
月
26
日（
木
）

～
１
月
24
日（
金
）に
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
地

域
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課

に
持
参
も
し
く
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
地
域
振
興
課
、
各

支
所
総
務
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

●
選
考
結
果
　
選
考
委
員
会
で
選

考
の
う
え
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

問
地
域
振
興
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
６
３
－
０
６
５
３

chiiki@
city.nantan.lg.jp

南
丹
市
景
観
審
議
会
委
員
の
公
募

に
つ
い
て

●
応
募
資
格
　
令
和
７
年
４
月
１

日
時
点
で
満
20
歳
以
上
の
方
で
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
の
景

観
に
関
心
を
持
ち
、
審
議
会
に
お

い
て
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
け
る
方

●
任
期
　
委
嘱
か
ら
２
年
以
内

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
応
募
方
法
　
12
月
23
日（
月
）

～
１
月
24
日（
金
）（
午
後
５
時
必

着
）に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
作
文
を
添
付

し
、
持
参
も
し
く
は
郵
送
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

●
作
文
テ
ー
マ
　「
南
丹
市
の
望

ま
し
い
景
観
に
つ
い
て
」

●
そ
の
他
　
提
出
い
た
だ
い
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
南
丹
市
個

人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
取
り

扱
い
ま
す
。

問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

tokei@
city.nantan.lg.jp

旧
南
丹
市
美
山
山
村
留
学
セ
ン
タ

ー
の
売
払
い
に
つ
い
て

　
現
在
、
参
加
申
請
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
事
業
者
の
方
は
、
南
丹
市

役
所
本
庁
総
務
課
に
備
え
付
け
の

実
施
要
領（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）を
ご
確
認
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限
　
１
月
29
日（
水
）　

※
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
消
印
有

効●
受
付
場
所
　
総
務
課

問
総
務
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

事
業
主
の
方
は
給
与
支
払
報
告
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
は
、
支
払
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
前
年
中
に
給
与
の

支
払
い
を
し
た
す
べ
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書

（
総
括
表
お
よ
び
個
人
別
明
細
書
）

を
作
成
し
、
必
ず
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
１
月
31
日（
金
）

●
提
出
先
　
令
和
７
年
１
月
１
日

現
在
に
お
け
る
住
所
地
の
市
町
村

（
退
職
者
に
つ
い
て
は
、
退
職
日

現
在
の
住
所
地
）

●
提
出
物
　
①
総
括
表（
１
事
業

所
に
つ
き
１
枚
）②
個
人
別
明
細

書（
１
人
に
つ
き
１
枚（
副
本
は
不

要
））③
普
通
徴
収
切
替
理
由
書

（
対
象
者
が
あ
る
場
合
）

問
税
務
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

令
和
６
年
分
所
得
申
告
関
係
書
類

発
送
の
ご
案
内

　
令
和
６
年
度
の
市
府
民
税
申
告

を
さ
れ
た
方
へ
、
１
月
中
旬
に
令

和
７
年
度
市
府
民
税
申
告
書
と
申

告
の
手
引
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
も
市
府
民
税
申
告

を
さ
れ
る
場
合
は
、
申
告
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
郵
送
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
所
得
申
告
が
必
要
な
方
が
申
告

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
所
得
に
関

す
る
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い

ほ
か
、
所
得
判
定
が
必
要
な
各
種

制
度
を
ご
利
用
の
場
合
は
判
定
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
３
月
17
日

（
月
）ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
府
民
税
申
告
関
係
書
類
に
つ

い
て
は
、
市
役
所（
支
所
）税
務
窓

口
で
も
配
布
す
る
ほ
か
南
丹
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
税
務
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

くわしくは
南丹市HP
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険
被
保
険
者
証（
写
）・
印
鑑

●
申
請
場
所
　
高
齢
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
窓
口（
審
査
の
上
、
後

日
結
果
を
通
知
し
ま
す
）

●
一
部
負
担
金
限
度
額
認
定
証
　

窓
口
支
払
い
時
に
限
度
額
を
適
用

で
き
ま
す
。
必
要
な
方
は
高
齢
福

祉
課
で
別
途
申
請
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

●
日
時
　
１
月
29
日（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
京
都
府
園
部
総
合
庁
舎

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

防
犯
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　
今
年
の
８
月
以
降
、
関
東
地
方

で
住
宅
対
象
の
強
盗
事
件
が
連
続

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
防
犯
対
策

を
強
化
し
て
く
だ
さ
い
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
を
設
置
し
て
防
犯
力
を
ア
ッ

プ
。

・
電
話
で
家
族
構
成
な
ど
を
聞
か

れ
て
も
絶
対
に
答
え
な
い
。

・
突
然
訪
問
し
て
き
た
水
道
工
事

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
か
た
る
業

者
を
安
易
に
家
の
中
に
入
れ
な

い
。

・
訪
問
者
が
い
れ
ば
イ
ン
タ
ー
フ

ォ
ン
で
確
実
に
相
手
を
確
認
す

る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
や

補
助
錠
を
つ
け
て「
簡
単
に
割
ら

れ
な
い
」、「
簡
単
に
侵
入
さ
れ
な

い
」対
策
を
と
る
。

　
犯
人
が
下
見
を
し
て
か
ら
犯
行

を
行
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま

す
の
で
、
地
域
で
不
審
な
人
物
を

見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
南
丹
警
察
署
生
活
安
全

課ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
１
１
０

医
療
従
事
者
は
就
業
状
況
等
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す

　
医
療
従
事
者
の
資
格
を
有
す
る

方
は
、
２
年
ご
と
に
12
月
31
日
現

在
の
就
業
状
況
な
ど
の
届
出
が
必

要
で
す
。

●
対
象
　

・
全
て
の
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師

・
業
務
に
従
事
し
て
い
る
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

●
届
出
期
限
　
１
月
15
日（
水
）

問
南
丹
保
健
所
企
画
調
整
課

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
１
月
31
日（
金
）納
期
限
〉

・
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
７

期
分

問
市
民
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
８
期
分

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
１
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
12
月
分　

・
一
時
保
育
料
12
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
１
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
12
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
１
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
１
月
分

問
都
市
計
画
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
１
月
分

問
学
校
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
１

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

老
後
の
年
金
を
増
や
す
た
め
の
制

度
に
つ
い
て

〈
付
加
保
険
料
制
度
〉

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に
加

え
て
付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０

円
）を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

〈
任
意
加
入
制
度
〉

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
市
民
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
ご
案
内

　
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
対

象
者
に
、
入
院
・
通
院
な
ど
に
か

か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一

部
を
南
丹
市
が
助
成
す
る
制
度
で

す
。

●
対
象
者
　
南
丹
市
在
住
の
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、
原
則
、

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
方（
申
請

前
に
、
所
得
税
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。）

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
健
康
保
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ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
４
７
５
２

南
丹
市
消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
年
末
警
戒
〉

●
警
戒
期
間
　

12
月
28
日（
土
）お
よ
び
29
日（
日
）

午
後
８
時
～

●
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
間
　

期
間
中
の
原
則
午
後
９
時

●
範
囲
　
市
内
全
域

●
信
号
符
　
１
分
間
長
符
一
声

〈
出
初
式
車
両
パ
レ
ー
ド
〉

●
日
時
　
１
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
20
分
～
10
時
45
分

●
場
所
　
園
部
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

園
部
公
園
駐
車
場
～
宮
町
交
差

点
の
間

●
出
動
車
両
　
消
防
車
両
等
41
台

問
危
機
管
理
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
１

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明

る
い
選
挙
の
実
現
を

　
年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀

な
ど
、
何
か
と
贈
り
物
を
す
る
機

会
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政

治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有

権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物

を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職
選
挙
法

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国

の
農
林
業
を
営
む
方
や
農
山
村
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５

年
ご
と
に
行
う
調
査
で
す
。

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
２
月
末
ま

で
に
か
け
て
、
調
査
員
に
よ
る
調

査
票
の
配
布
と
回
収
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
総
務
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
２

南
丹
市
内
路
線
バ
ス
の
年
末
年
始

の
運
行
状
況
に
つ
い
て

〈
運
休
〉

・
南
丹
市
営
バ
ス

12
月
29
日（
日
）～
１
月
３
日（
金
）

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス

12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）

※
１
月
６
日（
月
）の
第
１
便
を
ご

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
12
月
27
日

（
金
）ま
で
に
予
約
が
必
要
。

〈
土
休
日
ダ
イ
ヤ
〉

・
ぐ
る
り
ん
バ
ス

12
月
30
日（
月
）～
１
月
３
日（
金
）

・
京
阪
京
都
交
通
路
線
バ
ス

12
月
30
日（
月
）～
１
月
３
日（
金
）

〈
通
常
運
行
〉

・
園
福
線

問
地
域
振
興
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

総務省
ホームページ

農林業センサス
webサイト

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談（要予約）1月8日、22日（いず
れも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
ＴＥＬ0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 1月21日（火） 13：30～16：00 南丹市日吉支所

京都地方法務局園部
支局
ＴＥＬ0771-62-0208

健
康

出張がん
個別相談

（要予約）

1月21日（火）
※実施日の前日午後
4時までに予約

13：30～15：30 京都府南丹保健所
京都府がん総合相談
支援センター
ＴＥＬ0120-078-394

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

司法書士による相談
1月15日（水）
※1月8日（水）までに
予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

ＴＥＬ0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 1月28日（火） 13：00～16：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
ＴＥＬ0771-68-0011

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

人
材
募
集

南
丹
市
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま

す
　
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
訪
問
し
て
、利
用
者
や
そ
の
家
族

の
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
声
を
事
業
所
に
届
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
も
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有

す
る
者（
た
だ
し
、
現
に
介
護
職

に
従
事
し
て
い
る
方
を
除
く
）

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
報
酬
　
１
日
当
た
り
６
，
５
０ 

０
円（
交
通
費
含
む
）

※
活
動
日
数
は
、
月
１
～
２
日
。

●
採
用
　
書
類
選
考
の
上
、
面
接

に
よ
り
決
定
し
、
市
が
指
定
す
る

介
護
相
談
員
養
成
研
修（
５
日
間

程
度
。
宿
泊
を
伴
う
研
修
有
）を

受
講
後
、
活
動
い
た
だ
き
ま
す
。

（
任
期
２
年
間
）

●
申
込
み
　
１
月
24
日（
金
）ま
で

に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、志
望
動
機
の
作
文（
４
０ 

０
字
程
度
）を
添
え
て
、高
齢
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
に
持
参
も
し
く

は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課　

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
２
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
２
月
の
事
業
の
申
し
込

み
受
付
は
、
１
月
７
日（
火
）か
ら

行
い
ま
す
。

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

●
日
時
　
２
月
７
日（
金
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。　
　
　
　

●
場
所
　
園
部
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

〈
子
育
て
広
場
１
歳
児
～
〉　

●
日
時
　
２
月
12
日（
水
）　
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー　

●
内
容　
「
親
子
で
楽
し
む
３
Ｂ

体
操
」

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時
　
２
月
20
日（
木
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

福
　
祉

なんでも相談
（障がい）

1月24日（金）

13：00～15：00

京都太陽の園分場

社会福祉課　
ＴＥＬ0771-68-0007

1月25日（土） そよかぜ美山
1月27日（月） そよかぜ八木
1月28日（火） そよかぜ日吉

く
ら
し

多重債務無料法律
相談（要予約）

1月28日（火）
※前日午後4時まで
に予約

17：00～18：30 園部文化会館会議室

南丹市消費生活相談
窓口（商工観光課内）
ＴＥＬ0771-68-0100
南丹広域振興局商工
労働観光係
ＴＥＬ0771-23-4438

無料税務相談
（要予約）

1月16日（木）

13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
ＴＥＬ0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中までに予約

1月23日（木） 亀岡商工会議所

1月30日（木） 園部納税協会

行
政
・
法
律

行政相談 1月14日（火） 13：30～15：30 園部文化会館３階会
議室

京都行政監視相談セ
ンター
ＴＥＬ075-802-1100
総務課
ＴＥＬ0771-68-0002

無料法律相談会
（要予約）

1月28日（火）
13：00～16：00

南丹市美山支所１階
小会議室 総務課

ＴＥＬ0771-68-00022月５日（水） 園部文化会館3階会
議室

行政書士
無料相談会 1月８日（水） 13：30～16：00 八木市民センター3

階研修室
京都府行政書士会第
3支部
ＴＥＬ075-692-2500

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

祉
会
館

●
内
容
　
知
事
と
い
っ
し
ょ
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
記
念
品
贈
呈

●
申
込
方
法
　
１
月
31
日（
金
）ま

で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

「
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＆
マ

ネ
ー
講
座
」を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
１
月
19
日（
日
）

１
部 

午
前
10
時
～
正
午

２
部 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分●
場
所
　
園
部
文
化
会
館

●
内
容
　
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ

ボ
ッ
ト
を
操
縦
。

●
定
員
　
各
回
20
組

●
対
象
　
４
歳
～
10
歳
の
お
子
様

と
保
護
者

●
持
ち
物
　
え
ん
ぴ
つ・は
さ
み・

の
り
・
飲
み
物

●
申
込
方
法
　
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

～
）〉

●
日
時
　
２
月
28
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
日
曜

講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　
●
日
時
　

2
月
2
日（
日
）

午
前
10
時
～
11
時

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
）

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

●
内
容
　
南
丹
市
立
図
書
館
職
員

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
親

子
製
作
等

●
参
加
人
数
　
親
子
15
人（
事
前

申
込
制
）

●
対
象
　
０
歳
か
ら
保
育
所
・
幼

稚
園
に
入
園
す
る
ま
で
の
子
ど
も

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
新
入
学
児
童
と

知
事
の
つ
ど
い
を
開
催

●
日
時
　
３
月
2
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

●
場
所
　
京
都
府
立
総
合
社
会
福

問
マ
マ
ラ
ボ
南
丹

ＴＥＬ
０
９
０
－
１
４
８
７
－
４
０
８
１

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
１
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

隔
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

（
殿
田
活
力
倍
増
セ
ン
タ
ー
横
）

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）　

※
旧
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
立
八
木
中
学
校   

2
階
多
目
的
室

催
し

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア　

み
ど
り
の
里
ま
つ
り
川
柳
募
集

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都

丹
波
で
は
、
京
都
丹
波
の
魅
力
を

詠
ん
だ「
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
川

柳
」を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
亀
岡
市・南
丹
市・

京
丹
波
町
で
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
人

●
各
賞
　
小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
・
一
般
の
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

大
賞（
１
点
）、
特
選（
10
点
）を
選

出
し
、
入
賞
者
に
は
図
書
カ
ー
ド

（
大
賞
５
千
円
、
特
選
１
千
円
）を

贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
１
月
31
日（
金
）ま

で
に
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
く

だ
さ
い
。

問
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都

丹
波
推
進
協
議
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
１
－
８
３
０
１

申込フォームは
こちら

申込フォームは
こちら

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
ＴＥＬ080-3857-8119　　　

応募フォームは
こちら

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー
「
氷
室
の
郷
」年
末
年
始
の
お
知
ら

せ〈
年
末
年
始
の
休
館
日
〉

●
期
間
　
12
月
29
日（
日
）
～

１
月
６
日（
月
）

〈
と
ん
ど
焼
き
〉

●
日
時
　　
１
月
11
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
場
所
　
氷
室
の
郷
く
じ
ゃ
く
広

場〈赤
み
そ
仕
込
み
講
習
会
〉

●
日
時
　
２
月
１
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
八
木
農
村
環
境
公
園

「
氷
室
の
郷
」調
理
体
験
室

●
内
容
　
煮
豆
、
麹
、
塩
を
混
ぜ

て
仕
込
み
ま
す
。

●
対
象
　
作
っ
た
仕
込
み
み
そ
を

５
㎏
以
上
、
自
宅
で
熟
成
さ
れ
る

方●
講
習
料　
５
０
０
円（
別
途
赤

み
そ
１
㎏
当
た
り
５
５
０
円
必
要
）

●
定
員
　
15
人（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク
、
み
そ
を
仕
込
む
容

器●
申
込
方
法
　
１
月
22
日（
水
）ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
八
木
農
村
環
境
公
園

「
氷
室
の
郷
」（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
３
－
１
１
２
８

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
３
－
２
１
０
９

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
１
月
８
日
、
22
日（
各

水
曜
日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
五
ケ
荘
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
森
の
学
び
舎　
五
ケ
荘
）

●
内
容
　
健
康
体
操
、
健
康
教

室
、
福
祉・介
護
に
関
す
る
相
談
、

サ
ロ
ン

問
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
３
－
０
６
０
５

八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習

会
〉

●
日
時
　

1
月
21
日（
火
）

午
後
８
時
～　
　

●
場
所
　
南
丹
市
八
木
フ
ィ
ジ
カ

ル
セ
ン
タ
ー（
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
内
）

●
内
容
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

正
し
い
使
い
方
、
健
康
・
安
全
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

〈
水
引
で
楽
し
む
節
分
飾
り
〉

●
日
時
　
１
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
３
時

１
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

ニ
ッ
パ
ー
・
目
打
ち
・
ハ
サ
ミ

●
場
所
　　
京
都
府
立
口
丹
波
勤

労
者
福
祉
会
館
会
議
室

●
内
容
　
日
本
伝
統
の
水
引
を
使

っ
て
お
し
ゃ
れ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
節

分
飾
り
を
手
作
り
し
ま
す
。　
　

　
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会　
口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会

館ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４  

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

南
丹
市
女
性
会　
陽
だ
ま
り
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
１
月
26
日（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
：
午
後
１
時
～
）

●
場
所　
園
部
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル●
出
演
　
園
部
吹
奏
楽
団

●
定
員
　
３
０
０
人（
先
着
順
）

問
南
丹
市
女
性
会
事
務
局（
園
部

文
化
会
館
内
）（
月
曜・祝
日
休
館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

農
林
セ
ン
タ
ー
試
験
研
究
成
績
報

告
会
を
開
催

●
日
時
　
１
月
29
日（
水
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所
　
京
都
府
農
林
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
農
林
セ
ン
タ
ー
講
堂

●
内
容
　
気
象
の
推
移
や
病
害
虫

の
発
生
動
向
、
特
産
豆
類
の
水
管

理
、
稲
作
に
お
け
る
高
温
の
影
響

な
ど

●
申
込
方
法
　
１
月
28
日（
火
）ま

で
に
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ

ー
農
林
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
２
－
０
４
２
４

第
34
回
か
る
た
会
参
加
者
募
集

●
日
時
　
２
月
２
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館　

２
階 

和
室（
大
・
小
）

●
対
象
　
南
丹
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
に
限
る

●
内
容
　
３
人
１
組
で
対
戦
す
る

「
源
平
戦
」と
、
数
人
で
か
る
た
を

取
り
合
う「
チ
ラ
シ
」の
二
つ
の
部

門●
定
員
　
30
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
１
月
15
日（
水
）ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参

加
部
門
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
園
部
町
文
化
協
会
事
務
局（
園

部
文
化
会
館
内
：
月
曜
・
祝
日
休

館
）

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
４
０

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp山
里
の
記
憶
伝
承
教
室

～
味
噌
づ
く
り
～

●
日
時
　
２
月
16
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
旧
鶴
ヶ
岡
小
学
校

●
定
員
　
10
名

●
内
容
　
味
噌
づ
く
り
・
先
輩
移

住
者
の
体
験
談
・
地
域
案
内（
味

噌
づ
く
り
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
）

●
持
ち
物
　

1
～
1
・
5
リ
ッ
ト

ル
容
器（
タ
ッ
パ
ー
）、
マ
ス
ク
、

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円（
小

学
生
以
下
半
額
）

●
昼
食
　
ご
希
望
の
方
は
、
特
製

美
山
弁
当
お
茶
付
１
，
５
０
０
円

（
子
ど
も
用
８
０
０
円
）

ホームページは
こちら

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号
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お知らせコーナー

●
申
込
方
法
　
２
月
10
日（
月
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
名
前
・
生
年
月
日
・
住
所
・

弁
当
注
文
の
要
否
・
緊
急
時
連
絡

先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
鶴
ヶ
岡
振
興
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
７
６
－
９
０
２
０

tsurugaoka9020@
gm

a 
il.com

学
び
の
南
丹「
楽
し
い
音
楽
教
室
」

受
講
者
募
集

●
日
時
　
２
月
18
日
、
25
日
、
３

月
４
日
、
11
日　

全
４
回（
い
ず

れ
も
火
曜
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

創
作
活
動
室

●
課
題
曲
　「
地
上
の
星
」「
青
春

の
影
」「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」「
五
番

街
の
マ
リ
ー
へ
」

●
受
講
料
　
２
，
０
０
０
円

●
持
ち
物
　
上
履
き
ス
リ
ッ
パ

●
定
員
　
10
名

●
申
込
方
法
　
１
月
７
日（
火
）

～
１
月
24
日（
金
）に
、
八
木
市
民

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

 

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
〉

●
日
時
　

①
１
月
12
日
～
３
月
23
日

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
10
時
30

分②
１
月
16
日
～
３
月
27
日

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８

時③
１
月
12
日
～
３
月
23
日

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
30

分●
場
所
　
①
と
②
国
際
交
流
会
館

③
美
山
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
　
市
内
に
住
む
、
働
く
、

勉
強
し
て
い
る
外
国
籍
の
方

〈
外
国
人
の
た
め
の
交
通
・
防
犯

教
室
〉

●
日
時
　
１
月
19
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館

●
対
象
　
市
内
に
住
む
、
働
く
、

勉
強
し
て
い
る
外
国
籍
の
方
と
そ

の
家
族
、
外
国
人
が
働
く
企
業
の

方
、
関
心
の
あ
る
市
民

●
内
容
　「
交
通
ル
ー
ル
を
知
る
」

「
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
」

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
国
際
交
流
協
会

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

info@
nantania.jp

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
年
末
年
始
休
園
日
〉

●
日
時
　
12
月
29
日（
日
）
～

１
月
３
日（
金
）

〈
第
15
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
〉

●
日
時
　
２
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場
所
　
園
内
敷
地
及
び
園
内
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

●
内
容
　
園
内
の
起
伏
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
を
走
ろ
う

・
1.5
ｋ
ｍ（
小
学
生
男
子
・
女
子
、

中
学
生
男
子・女
子
、
一
般
男
子・

女
子
）

・
３
ｋ
ｍ（
中
学
生
男
子
・
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
）

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
幼
児
以
上
）

●
参
加
費
　
７
０
０
円（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
２
０
０
円
）

●
対
象
　
小
学
生
以
上（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
幼
児
可
）

●
申
込
方
法
　
１
月
31
日（
金
）ま

で
に
、
住
所
、
氏
名（
必
ず
ふ
り

が
な
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）、
年

齢（
学
年
）、
性
別
、
希
望
種
目
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

kouen@
kyoto-tanbapa 

rk.or.jp

南
丹
圏
域
障
害
者
就
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
２
月
15
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館
１
階　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

●
内
容

・
基
調
講
演「
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
」

・
実
践
報
告「
タ
キ
イ
種
苗
株
式

会
社
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
取

り
組
み
」

●
定
員
　
１
０
０
名

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
な
ん
た
ん
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
７
７
１
－
２
４
－
２
１
８
１

ＦＡＸ
０
７
７
１
－
２
０
－
１
２
４
６

「
第
６
回 

京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ

ス
タ
」を
開
催
し
ま
す

●
日
程
　
２
月
１
日（
土
）

●
時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後

３
時

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
講
演
、
機
器
体
験
・
展

示
ブ
ー
ス
な
ど

問
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ

ー　
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ
担
当

ＴＥＬ
０
７
７
４
－
３
０
－
９
０
０
０

kiko
e-shien@

kyo
to
-

chogen.or.jp

南
丹
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会　
参
加
者
募
集
中

●
日
時
　
１
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
～

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館

●
参
加
資
格
　
南
丹
市
内
に
在
住

在
勤
の
社
会
人
の
方
等

●
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
，

０
０
０
円

問
南
丹
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟　
福
島

ＴＥＬ
０
８
０
－
５
３
３
６
－
５
８
８
２
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,588人（−37）
　（男：14,395人

（−10）
・女：15,193人

（−27）
）

●世帯数：14,258世帯（−13）
（令和6年12月1日現在）

（　）内は前月比

広報南丹

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
取
り
上

げ
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室

の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
っ

て
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
も
最
初

は
苦
戦
し
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
少
し
の
練
習
を
経
て
、
ど

ん
ど
ん
的
に
命
中
さ
せ
る
姿
を

見
て
、
自
分
は
何
か
す
る
前
に

難
し
そ
う
だ
か
ら
と
諦
め
て
い

る
こ
と
は
な
い
か
と
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
と
い
う
の
も
大
切
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
気
づ
き

を
得
た
時
間
で
し
た
。

 

編
集
後
記
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新
刊
紹
介

『
私
の
実
家
が
売
れ
ま
せ
ん
！
』

著
者
／
高
殿
円
　

監
修
／
高
橋
正
典

発
行
／
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

『
た
い
焼
き
総
選
挙
』

作
／
新
井
　
け
い
こ
　

絵
／
い
ち
ろ
う

発
行
／
文
化
出
版
局

　
著
者
／
三
浦
　
し
を
ん

　
発
行
／
集
英
社

　

人
気
作
家
、
三
浦
し
を
ん
さ
ん

の
最
新
エ
ッ
セ
イ
は
雑
誌
連
載
４

年
分
に
書
き
下
ろ
し
を
加
え
て
単

行
本
化
し
た
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
ど
こ
吹
く
風
、
以

前
と
変
り
の
な
い
、
し
を
ん
さ
ん

の
日
常
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
の
１
冊
を
紹
介
し
ま
す　

引
き
こ
も
り
が
ち
な
、
し
を
ん

さ
ん
の
身
の
周
り
で
起
こ
る
出
来

事
は
、
あ
り
ふ
れ
て
い
る
の
に
ど

う
し
て
か
面
白
い
。
し
を
ん
さ
ん

の
観
察
力
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
妄
想
力

が
爆
発
し
て
い
ま
す
。
前
作
の『
の

っ
け
か
ら
失
礼
し
ま
す
』も
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
か
ら
読
ん
で
も
楽
し

め
ま
す
の
で
、
こ
の
本
で
し
を
ん

さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
の
フ
ァ
ン
に
な

ら
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
前
作
も
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
え
が
き
に
は「
い
く
ら
な
ん
で

も
ア
ホ
過
ぎ
る
一
冊
」と
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
肩
の
力
を
抜
い
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。


